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発

刊

に

あ

た

っ

て

議

長

岩

崎

正

伊
豆
の
国
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て

一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
が
誕
生
し
て
早
や
六
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
振
り

返

っ
て
み
ま
す
と
、
旧
三
町
議
会
で
市
町
村
合
併
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た

の
は
、
平
成
十
五
年
の
初
め
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。
狩
野
川
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
を
共
有
し
、
財
政
規
模
、
人
口
な
ど
似
か
よ
っ
た
旧
三
町
の
合
併
が

最
適
と
判
断
し
進
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
三
月
各
町
の
議
会
で
の

「伊
豆
長

岡
町
、
韮
山
町
、
大
仁
町
の
三
町
合
併
の
促
進
に
関
す
る
決
議
」
以
来
、
お

よ
そ
二
年
間
か
け
合
併
協
議
会
等
で
協
議
を
重
ね
、
本
年
四
月

一
日
に
伊
豆

の
国
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で
、
旧
三
町
で
培
わ
れ
た
、
歴
史
や
文
化

・
伝
統
を
充
分
に
活
か

し
な
が
ら
、
本
哺
り
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す

「自
然
を
守
り
、

文
化
を
育
む
、
魅
力
あ
る
温
泉
健
康
都
市
」
の
具
現
化
に
向
け
て
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
地
方
が
直
面
し
て
い
る
少
子

・
高
齢
化
や
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
、
分
権
型
社
会
の
推
進
、
市
町
村
の
財
政
を
支
え
て
き
た
各
制
度
の
激
変

へ
の
対
応
は
、
合
併
に
よ
っ
て
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
化
を
図
り
、
足
腰

の
強
い
財
政
基
盤
を
つ
く
る
と
共
に
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
政
の
チ
ェ
ツ
ク
機
能
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
議
会
で
は
何
を
議
論
し
、
ま
た
課
題
に
な
っ
て
い
る

か
を
、
市
民
の
皆
様
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
声
を
施
策
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
が
な
に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
議
員

一
同
、
市
民
の
皆
様
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、　
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「議
会
だ
よ
り
」
創
刊
号
発
行
に
当
た
っ
て

市

長

望

月

良

和

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
本
年
四
月

一
日
に
誕
生
い
た
し
ま
し
た
新
市

「伊
豆
の
国
市
」
も
、
早
い
も
の
で
半
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
市
の
将
来
像

「自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
あ
る
温
泉
健
康
都

市
」
を
旗
印
に
、
議
会
、
行
政
と
も
無
事
に
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
新
市
の

特
色
で
あ
り
ま
す
豊
富
な
温
泉
と
温
暖
な
気
候
、
地
元
産
の
安
全
な
食
べ
物

な
ど
を
活
用
し
、
医
学
と
組
み
合
わ
せ
た
予
防
医
療
や
健
康
維
持
、
介
護
予
防

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
市
民
は
も
と
よ
り
、
来
訪
者

へ
も
健
康
人
づ
く

り
の
仕
組
み
と
し
て
提
案
し
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康
長
寿
、
健
康
増
進
と
と
も

に
産
業
振
興
を
進
め
、
活
力
に
満
ち
た
『温
泉
健
康
都
市
』
を
目
指
し
ま
す
。

市
議
会
も
五
月
の
臨
時
議
会
の
開
催
に
始
ま
り
、
六
月
の
定
例
会
で
平
成

十
七
年
度
の
当
初
予
算
審
議
、
九
月
に
は
旧
三
町
の
決
算
審
議
そ
し
て
補
正

予
算
審
議
と
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
旧
町
の
諸
問

題
の
解
明
や
課
題
の
研
究
等
、　
一
般
質
問
や
審
議

。
意
見
に
よ
り
行
政
側
と

の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
本
市
の
喫
緊
の
課
題
は
、
水
害
対

策
の
抜
本
的
解
決
、
デ
」
み
処
理
施
設
の
建
設
、
観
光
産
業
の
活
性
化
・
商
工
業

の
振
興
、
安
全
な
農
業
の
充
実
、
観
光
道
。生
活
道
の
整
備
促
進
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
伊
豆
は
、
観
光
産
業
を
主
力
と
し
た
関
連
産
業

へ
の
全
力
投

球
が
な
に
よ
り
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
地
域
の
活
力
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
は
地
域
の
特
色
あ
る

「ま
ち
づ
く
り
」
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
議
会
と
行
政
が
牽
引
の
両
輪
と
な
っ
て
、
そ
の
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
の

「議
会
だ
よ
り
」
の

発
刊
に
は
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
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・・（（一

．．（（一

公
共
施
設
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ

（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

導
入
に
つ
い
て

伊

藤
泰

伊

倫
Ψ
聯
制
れ
裁
れ
鋤
¨
職
拗
議

せ
、
突
然
死
か
ら
救
う
Ａ
Ｅ
Ｄ

が

一
般
市
民
で
も
扱
え
る
よ
う

に
な

っ
て

一
年
が
た
つ
。
効
果

は
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

普
及
の
動
き
は
遅
い
。
公
共
施

設
を
中
心
に
、
導
入
を
真
剣
に

検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
。

ハ
Ｗ
働
い
嘲
艤
獅
蹴
Ⅵ
申
帥
恥

万
か
ら
三
万
件
程
度
と
推
定
さ

れ
、
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
数

も
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
し
て
、
今
後
も
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
心
筋
梗
塞
等
の
心

疾
患
増
加
が
予
想
さ
れ
る
状
況

を
踏
ま
え
、
市
民
の
安
全
、
安

心
の
確
保
の
た
め
、
公
共
施
設

で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　
一
方
、
こ
の
制
度
本
来

の
目
的
で
あ
り
ま
す
市
民
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
市
民
な

ど
の
理
解
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
り
、
実
際
に

医
師
や
救
急
救
命
士
以
外
の
資

格
を
持
た
な
い
市
民
が
使
用
し

た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
機

器
の
使
用
に
関
す
る
講
習
会
を

市
職
員
も
含
め
考
え
た
い
。

市
内
循
環
バ
ス
導
入
に
つ
い
て

ｍ
５
輝
一
誇
肺
制
椛
“
囃
麟
Ч

自
家
用
車
を
持
た
な
い
市
民
の

移
動
手
段
の
確
保
と
し
て
、
路

線
バ
ス
運
行
さ
れ
な
い
空
白
地

域
の
解
消
に
よ
り
経
済
効
果
の

向
上
の

一
環
に
な
る
の
で
は
。

ハ
Ｗ
醐
術
師
軸
敗
呻
Ｍ
差
巾
】

行
路
線
、
時
間
、
本
数
、
ま
た

利
用
者
数
の
調
査
等
か
ら
、
現

状
の
市
内
交
通
体
系
が
、
市
民

の
皆
様
の
利
便
性
確
保
に
対
し

十
分
機
能
し
て
い
る
か
を
検
証

し
、
市
内
循
環
バ
ス
の
導
入
に

関
し
て
は
引
き
続
き
調
査
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

山
田
川
（大
仁
守
木
地
区
〕

上
流
部
へ
砂
防
え
ん
堤

建
設
の
早
期
実
現
を

三

好

陽

子

ｍ
判
結
枷

害 ．
教
師
脚
．
岬
は
野

望
が
出
さ
れ
て
い
る
山
田
川
に

つ
い
て
県
沼
津
土
木
事
務
所
は

「上
流
部
に
え
ん
堤
設
置
す
る

こ
と
が
効
果
的
」
と
の
見
解
を

出
し
、
昨
年
十

一
月
か
ら
今
年

二
月
に
か
け
測
量
を
行

っ
た
。

早
期
実
現
が
待
た
れ
て
い
る

が
具
体
的
計
画
は
。

ハ
Ｗ

一
赫
膵
嚇
颯
藤
阻
ぎ

・ 建
側

断
測
量

。
平
面
測
量
が
完
了
。

県
は
測
量
結
果
を
も
と
に
国
土

交
通
省
の
採
択
を
受
け
る
た
め
、

中
部
地
方
整
備
局
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
受
け
る
予
定
。

採
択
の
可
否
は
未
確
定
だ
が
、

県
は
建
設
計
画
の
用
地
状
況
調

査
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

０
騒
脚い
安
い年

ハＷは昨廠嘲″」一れる一秘

だ嘲碑既琳政雌デ碗嘲い一
伊
豆
コ
ミ
ュ
ー
タ
！
空
港
建
設

に
つ
い
て

ｍ
Ｓ
嬌
牌
社

・ 月
げ
脚
歯
抑
制
鋼
ヽ

旧
三
町
各
商
工
会
の
五
団
体
は
、

「伊
豆
中
央
部
の
交
通
ア
ク
セ

ス
整
備
に
関
す
る
要
望
書
」
を

副
知
事
に
提
出
。
こ
の
要
望
項

目
の
中
に

「伊
豆
コ
ミ

ュ
ー
タ

ー
空
港
開
設
」
と
あ
る
が
、
経

過
と
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

Ａ
Ｖ
観
黒
但
は
だ
剃
輛
詢
」
は

策
定
、
現
地
調
査
と
い
っ
た
活

動
は
な
い
よ
う
だ
。

当
市
は
、
具
体
的
活
動
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
費
用
対
効
果

が
ど
の
く
ら
い
か
調
査
が
必
要
。

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空
港

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査

・

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

自動体外式除細動器

山田川の下流
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同
報
無
線

一
元
化
は
現
在

あ
る
も
の
の
有
効
利
用
を

田

中

正

男

血
響
“
帥
脇
け
樹
囃
ｒ
到
離
州

同
報
無
線
を
、
三
年
間
で
デ
ジ

タ
ル
方
式
に
よ
る

一
つ
の
周
波

数
に
統

一
す
る
と
し
て
い
る
が
、

総
務
省
は

一
市

一
波
に
こ
だ
わ

ら
ず

一
シ
ス
テ
ム
で
伝
わ
る
こ

と
が
大
事
と
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
方
式
は
多
機
能
だ
が
利
用

す
る
予
定
が
な
く
、
障
害
物
に

弱
い
た
め
中
継
が
多
く
必
要
。

費
用
も
四
億
２
千
万
円
と
多
大
。

当
分
は
今
の
使
用
可
能
な
も
の

を
使
用
す
べ
き
で
は
。

Ａ
Ψ

齢
緋
図
¨
赫
嚇
猟
曜
鉢
州

問
題
と
し
て
対
応
を
今
後
考
え

て
い
き
た
い
。

ｍ
Ψ
け
馴
澱
艦
硼
卿

つ 特
徴
晴
釧

時
に
効
果
が
あ
る
。
全
世
帯
に

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
哺帥畔制̈
Ｔ颯聯略嚇̈

世
帯
に
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

血響鉄計副率篠〓げ紅蔵順
受
信
機
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

使
え
な
く
な
る
。
今
の
大
仁
の

波
を
使
う
検
討
を
。

ハΨげおけ勘靴れれい一と

ペ
ッ
ト
霊
園
条
例
の
制
定
を

倫
⑧
縞
朝
判
枢
鳳
鶴
”
ぽ
げ
妨

葬
と
埋
葬
を
行
な
う
霊
園
を
開

園
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

周
辺
住
民
や
地
元
区
か
ら
は
、

景
観
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
悪
化
や

煙
、
臭
い
、
火
災
の
心
配
、
路

上
駐
車
な
ど
問
題
が
出
さ
れ
、

話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
が
解

決
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
ペ
ッ

ト
霊
園
に
つ
い
て
は
規
制
が
あ

り
ま
せ
ん
。
環
境

へ
の
配
慮
と

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

の
た
め
に
、
条
例
の
制
定
を
。

ハΨ恕いな卸州ａ剛い剛ヽ
．

上
位
法
の
規
定
が
な
い
状
況
で

条
例
を
定
め
る
に
は
、
充
分
な

調
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

古
奈

・
天
野
地
区
の

水
害
対
策
に
つ
い
て

大

沢

秀

光

ｍ
響
却
腫
胸
脚
姉
耐
燿
剛
寸
』

口
樋
管
か
ら
狩
野
川
本
流
に
放

流
さ
れ
る
は
ず
で
す
が
、
こ
の

堰
口
樋
管
は
昔
の
ま
ま
で
狭
く

又
提
内
地
側
と
逆
勾
配
に
な

っ

て
い
る
為
流
れ
に
く
い
で
す
。

天
野
原
川
か
ら
溢
れ
出
た
雨

水
は
古
奈
東
部
地
区
へ
流
れ
込

み
ま
す
。
古
奈
に
は
長
岡

・
古

奈
バ
イ
パ
ス
雨
水
幹
線
が
あ
り

ま
す
が
、
古
奈
東
部
か
ら
の
流

入
水
は
計
画
外
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
年
の
歳
月
と
巨
額
な
予
算

を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
天
野
原

川
は
、
堰
口
樋
管
が
改
修
さ
れ

な
い
為
本
来
の
機
能
が
は
た
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
学
校
の
通
学
路
で
も
あ
り

又
天
野
公
園
整
備
事
業
も
始
り

ま
し
た
。
狩
野
川
と
の
合
流
点

で
あ
り
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
計
画
を
立
て
て
整
備
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

ハＷ棚赫げ版約剛額コ「ほ

分
け
て
内
水
の
排
除
が
行
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
古
奈
樋
管
に

流
れ
込
む
長
岡

・
古
奈
排
水
区
、

千
歳
樋
管
に
流
れ
込
む
曙
町
排

水
区
、
堰
口
樋
管
に
流
れ
込
む

原
排
水
区
の
三
つ
で
す
。
こ
の

地
区
は
、
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、
水
路

が
用
排
水
兼
用
で
宅
地
化
が
進

み
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
農
地

が
点
在
し
す
ぐ
に
水
路
を
排
水

路
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区

で
す
。

ま
た
、
未
整
備
地
区
の
排
水

区
で
は
、
土
地
改
良
事
業
の
用

水
路
の
末
端
地
区
で
道
路
冠
水

が
起
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

曙
町
排
水
区
の
計
画
を
実
施
す

る
に
は
大
き
な
水
路
が
な
い
為

多
く
の
用
地
を
買
収
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
現
在
あ
る
水
路
、

道
路
、
側
溝
等
を
改
修
し
、
浸

水
軽
減
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

堰
口
樋
管
の
関
係
は
大
き
い

断
面
に
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
排
水

が
図
れ
る

よ
う
な
整

備
が
必
要

で
あ
る
と

考
ンえ
て
い

ま
す
。

観
光
振
興

・
高
校
支
援

・

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

土

屋

源

由

観
光
振
興
と
行
政
の
取
り
組
み

衝Ψ椰嘲胸嚇師脚艇祀蹴勅

る体制を整えるべきだが…。

ハワ鰤殷農領は醐鋤滸峰ｒ

い
る
。
観
光
協
会
で
は
平
成
十

八
年
度
よ
り
、
土
日
も
窓
口
を

開
け
る
方
向
で
検
討
中
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
観
光
客
、
イ
ベ
ン

ト
告
知
等
情
報
発
信
が
土
日
も

含
め
毎
日
で
き
る
。
市
役
所
で

は
、
観
光
情
報
、
案
内
等
の
簡
単

な
説
明
が
で
き
る
観
光
バ
ン
フ
、

チ
ラ
シ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

日
直
室
に
設
置
し
た
。

市
内
三
高
校
に
対
す
る
支
援

鍮Ψ姉枷胸叫̈
賄聯整耐̈

通学路の整備等の取り組みは。

ハワ唯脚測に表狙だけい０

く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス
や
ほ
こ

り
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
駅

東
口
を
活
用
し
て
、
早
朝
の
高

校
生
と
小

。
中
学
生
と
の
通
学

路
の
分
離
化
を
図
っ
て
い
る
。
安

全
対
策
と
し
て
学
校
内
や
周
辺

堰口樋管
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を
警
備
員
に
よ
る
巡
回
も
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
実
施

可
能
な
も
の
か
ら
今
後
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

０
認
騨
籠
耐％
活

ハ曹肺̈
珈祀障調櫂いわ豚

腋ぃぎな要滞い」・‐れ精脇動浸ヽ

耐け杵制腱請勧胸競嗣敵議

に整備して取り組んでいく。

ご
み
処
理
と
環
境
政
策

衝
響

渕
雌
“
恥
』
幅
籟
¨
脚
敵

の
有
無
と
告
知
は
…
。

ハ
》

剛
鼈
ル
腱
欄
政
Ⅷ
録
［
識

上
し
て
、
滞
留
し
た
粗
大
ゴ
ミ
を

一
気
に
片
付
け
る
計
画
で
あ
る
。

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
は
継
続

し
て
い
る
が
、
区
域
拡
大
で
清

掃
時
間
や
配
置
人
員
が
少
な
く
、

対
応
で
き
な
い
範
囲
は
、
地
元

市
民
の
協
力
を
い
た
だ
き
環
境

美
化
に
努
め
る
。
告
知
は
、
区

長
会
等
を
通
じ
状
況
報
告
と
環

境
美
化

へ
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。

総
合
計
画
と
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
は

柳

沢

秀

次

倫
Ψ
鋼
獅

一 の
解
綱
酬
設
］
精
ａ

れ
に
基
づ
く
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
策
定
に
対
し
、
ど
ん

な
考
え
方
で
進
め
ま
す
か
。

特
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

で
言
う
と
、
韮
山
地
区
は
過
去

に
国
の
農
業
補
助
整
備
事
業
に

多
額
の
予
算
投
入
を
し
て
お
り
、

宅
地
転
用
は
公
共
施
設
と
特
例

を
除
き
永
久
に
出
来
ず
、
農
家

の
方
は
大
変
困

っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
将
来
計
画
を
立
て
、
場
所

・

面
積
を
指
定
す
れ
ば
法
律
改
正

も
あ
り
転
用
可
能
と
聞
き
ま
し

た
。
伊
豆
の
国
市
も
こ
れ
か
ら

人
口
の
減
少
が
起
こ
り
ま
す
が
、

維
持
す
る
為
に
も
早
期
策
定
を

望
み
ま
す
が
。

ハ
ヮ

篠
ガ
だ
朔

七 一
財
嘲

「
合

冊
剌

の
国
市
ゆ
め
づ
く
り
市
民
会
議
」

を
八
十
名
で
行
な
い
、
市
民
参

加
で
進
め
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、

来
年

一
月
ま
で
に
議
論
を
深
め

市
民
会
議
の
意
見
書
を
提
案
書

と
し
て
ま
と
め
て
も
ら
い
、
そ

の
後
、
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
、
連

絡
調
整
会
議
及
び
総
合
計
画
策

定
委
員
会
で
協
議
し
、
今
年
度

末
に
基
本
構
想
案
、
来
年
九
月

に
基
本
計
画
案
を
作

っ
て
十
二

月
に
は
基
本
構
想
の
議
決
を
す

る
計
画
で
す
。

次
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
す
が
、
伊
豆
の
国
市

総
合
計
画
策
定
が
さ
れ
た
後
に
、

市
全
体
や
広
域
圏
の
視
点
か
ら

土
地
活
用
及
び
都
市
基
盤
整
備

の
方
針
を
導
く
べ
く
、
市
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
を
し
て
行

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
重
点
事
項
は
、
伊
豆
の
国
市

の
豊
か
な
自
然
、
景
観
、
産
業
、

文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
伊
豆
の

国
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

策
定
は
、
来
年
度
よ
り
準
備

に
入
り
二
年
程
度
を
か
け
、
市

民
の
声
も
反
映
し
て
策
定
し
て

行
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の

拡
充

・
拡
大
を

山

下

孝

志

ｍΨ
牌̈鰍”引ｔは脚酬囃

妊
婦
健
診
も
無
料
に
。

ハ
Ｗ
締
囲
観
崚
葎
麟
刷
剛
源
嚇

契
約
内
容
に
よ
り
、
委
託
が
可

能
で
あ
れ
ば
、
県
外
の
ど
こ
の

医
療
機
関
で
も
健
診
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
対
応
し
た
い
。

児
童

・
生
徒
通
学
費
補
助
金
制

度
の
拡
大
を

ぬ
Ψ
齢
準
艦
饉
脚
卸
湘
動
動
数

考
え
る
が
。

Ａ
Ｗ
劃
蜘
脚
矧
雌
け
Ｍ
剤
租
Ｆ

者
で
三
、
七
二
〇
円
、
大
仁
中

学
校
で
は
、
定
期
券
の
三
十
五

％
で
三
千
円
か
ら
五
千
円
で
す
。

自
家
用
車
使
用
の
場
合
は
、　
一

ｋｍ
当
り
三
十
七
円
の
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。

あ
る
程
度
の
距
離
は
、
子
供

た
ち
に
歩
か
せ
た
方
が
い
い
と

考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
出
し

た
方

（拡
大
）
が
良
い
と
思
っ

て
い
な
い
。

Ｏ
Ｆ
護
駈
篭
近隣

ぬＷ剛妨酎“剛詢』厳同η

は鐘敏耐凱勧跡馴麒だ鰤醐

靡磁］げ端麒ｒ新商倒脚神

赦晟滋い酬つしまば制商脚鋤ｏ

獅酬脚』断ば口螂以い豪腱

わいげ』蔚崎刹牌神の加い

をご理解いただきたい。 通学バス (奈古谷)



「2~の国市議韓 り胸.rO

狩
野
川
の
堤
防
の
整
備
と

水
辺
の
整
備
に
つ
い
て

松

下

善

洋

ｍ
Ψ
肺
囲
睦
嚇
「
格
朝
瑚
剛
¨

ン
ド
の
本
が
植
え
ら
れ
、
市
民
を

始
め
観
光
客
の
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
△
「
後
も
狩
野
川
は
、
親
し

み
や
す
い
川
と
し
て
整
備
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
が
、
市
当
局
と
し
て
は

国
交
省
と
の
協
議
も
必
要
で
あ

り
、
狩
野
川
の
堤
防
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ハ
零
翻
割
刹
御
ど
跡
報
は
珊
詢

観
に
も
役
立

っ
て
い
る
。
旧
三

町
で
は
、
桜
や
ア
ー
モ
ン
ド
を

狩
野
川
の
堤
防
沿
い
に
植
栽
を

し
て
い
る
。
将
来
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
な
る
と
確
信
を
し
て

い
る
。

今
後
、
現
存
す
る
桜
等
の
維

持
管
理
に
努
め
な
が
ら
、
狩
野

川
沿
線
に
お
い
て
治
水
に
影
響

な
く
植
栽
で
き
る
よ
う
な
場
所

が
あ

っ
た
ら
、
整
備
出
来
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

狩
野
川
の
水
辺
の
活
用
を

倫響磁“陣Ⅸ剣睛縫団漏神
る
狩
野
川
の
水
辺
の
活
用
は
、

重
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
ち
づ

く
り
と

一
体
と
な

っ
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
水
辺

の
活
用
の
構
想
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

Ａ
Ｗ
醐
倒
馴
洵
Ｍ
型
」
嘲
瑚
机

野
川
薪
能
や
狩
野
川
カ
ル
ノ
イ

ス
ト
、
ま
た
、
堤
防
を
利
用
し

た
狩
野
川
百
キ
ロ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
を
実
施
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
地
域
の
川
と
し

て
親
し
ま
れ
る
狩
野
川
の
自
然

環
境
の
大
切
さ
や
狩
野
川
の
魅

力
と
い
う
も
の
を
、
後
世
に
伝

え
る
べ
く
開
催
を
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

よ
り

一
層
、
狩
野
川
の
水
辺
空

間
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
川
と
し

て
皆
様
に
親
し
め
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

広
域
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設

古

屋
鋭

治

ｍ
ｕ

蹴
剛
［
献
脚
刺
姉
岬
艇
翻

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
六
月
議

会
で
早
期
建
替
え
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
伊
豆
市
と
の
話
し
合

い
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

＾
Ｗ

い
砕
は
中
静
護
猟
ｒ
嗽
醐

の
調
整
を
行

っ
た
が
、
基
本
的

に
二
市
で
進
め
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
建
設
場
所
は
数
ヶ

所
の
候
補
地
を
担
当
者
で
調
査

し
て
い
る
。
建
設
規
模
は
五
十

ト
ン
ニ
炉
構
成
で

一
〇
〇
ト
ン

規
模
の
見
込
み
。
費
用
は
六
十

億
円
か
ら
七
十
億
円
と
想
定
し

て
い
る
。
建
設
年
度
は
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年

度
と
考
え
る
。

温
泉
事
業
の
展
開

ｍ
辟

鵜
隣
珈
Ⅷ
囃
馴
牌
針
期
効

―
卜
し
た
。
湧
出
の
確
率
は
ど

の
程
度
か
。
市
に
な
り
、
町
当

時
の
計
画
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

今
後
の
進
め
方
は
。

温
泉
は
、
深
度
千
か
ら
千

三
百
メ
ー
ト
ル
で
毎
分
六

十
リ
ツ
ト
ル
程
度
の
湧
出
量
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
計

画
は
、
平
成
十
八
年
度
以
降
、

施
設
建
設
の
基
本
計
画
、
実
施

計
画
を
行
い
、
そ
の
後
、
施
設

整
備
用
地
の
取
得
、
動
力
装
置

の
工
事
等
を
行
い
、
予
定
と
し

て
は
平
成
二
十

一
年
度
に
は
施

設
建
設
に
着
手
し
た
い
。
旧
町

で
の
計
画
は
、
長
期
滞
在
型
施

設
の
整
備
と
し
て
い
た
が
、
今

後
は
介
護
予
防
や
観
光
の
観
点

の
活
用
も
考
え
た
い
。

大
仁
中
学
校
舎
建
替
え

倫
響

嶽
革
呻
牌
蹴
蹴
雌
一
舞
脚

化
が
進
み
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
落

下
す
る
な
ど
建
替
え
は
急
務
で

あ
る
。
校
舎
建
替
え
ま
で
の
計

画
は
。

ハ
Ｗ

姉
疇
¨
崚
硝
薇
諷
醐
碗
詢

る
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
の
期
間
で
、
基
本

・

実
施
計
画
を

委
託
し
、
解

体
工
事
、
本

体
工
事
及
び

付
帯
工
事
を

行
い
た
い
。

市
税

の
徴
収
率

の
向
上
と

対
策

に
万
全
を

菊

池

俊

彦

税
の
公
平
性
、
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
見
れ
ば
、
徴
収
率
を

一
〇
〇
％
に
よ
り
近
づ
け
る
の

が
、
行
政
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

徴
収
率
向
上
の
対
策
は

鶯Ψ囃肝Ｍ
・向筑鶴』剛劇梓

ユ「い
。

ハ
Ｗ
耀
蔵
¨
旬
嘲
林
け
い
嚇
鍛
ｏ

伊
豆
の
国
市
誕
生
後
、
優
先
し

て
取
組
ん
だ
の
は
旧
三
町
よ
り

引
き
継
い
だ
市
税
債
権
を
確
定

し
、
徴
収
義
務
に
空
白
が
出
来

な
い
よ
う
に
努
め
た
。
統
合
が

図
ら
れ
て
い
な
い
滞
納
者
の
管

理
方
法
は
、
滞
納
者
管
理
シ
ス

テ
ム
に
滞
納
者
と
の
折
衝
履
歴

や
滞
納
処
分
等
の
情
報
を
入
力
、

情
報
の

一
元
化
を
図
り
情
報
を

共
有
。
過
去
の
経
緯
等
が
わ
か

リ
ス
ム
ー
ス
な
対
応
が
で
き
る

環
境
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

滞
納
整
理
事
務
は
訪
間
徴
収

の
強
化
を
推
進
、
毎
月
三
回
三

班
編
成
で
夜
間
徴
収
を
実
施
中
。

アーモンドの花
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滞
納
者

へ
の
初
期
対
応
は
、

訪
問
徴
収
で
。

盆
爾
帥
醐
剛
雌
和
に
計
「
醐
帥

状
の
発
送

一
カ
月
後
に
催
告
状

を
発
送
し
、
納
付
認
識
の
継
続

を
図
っ
て
い
る
。

新
規
の
滞
納
者
に
は
、
文
書

の
送
付
に
よ
る

一
方
通
行
的
な

対
応
だ
け
で
な
く
、
訪
問
徴
収

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
早
期

納
税
相
談
に
応
じ
る
体
制
作
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

口
座
振
替
制
度
に
つ
い
て

⑤
醜
噺謝
町
落とし

ぬ零
つ合帥酬け詢碑畝制御罐

峙錮醐嘲盪初綱秘餞嘲まっ菫ｏ

コンビニ収納取扱はいつ

倫Ψ肺冊畔̈
』Ｏｔ
二での

ハワ
は鴎赫ぎ卿純姉グ印胞

鳩隆直̈
蹟叡り緯剛財膜方コ

瑚わ肝断靴赫瓢御嗣揃レ棚

翻』詢勧縁“嚇鳴れ贅「き
は
が
き
で
市
政
に

参
加
し
よ
う

後
藤
員
一

鶯Ψ
榔郵徒康ガ師刺燎鯵蜘。

ハＷはい効蹴げ一剛漣訓狙

（十旬剛嚇杓時数「ぁる。

ｍｙ極酬
一鵡林ど。雌狩胸詠

す
べ
き
で
あ
り
、
防
災
や
環
境

一〓鶴臨榔嘩Ⅷ端を形成す

ハ
Ｗ

酬
燿
雑
ｍ
則
ま
年
肺
縫
劉

を
準
備
中
で
あ
る
。
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

ｍΨ鰍醐却”的副際卸詢猜

継
続
的
活
動
可
能
な
組
織
に
。

ハＷ動れ動薇摯崚嘲鵬卸̈
一
翼
を
担
う
も
の
で
、
各
自
主

防
災
会
単
位
に
推
進
す
べ
き
で

あ
る
が
、
防
災
団

へ
の
給
付
は
、

市
で
対
応
で
き
る
。

ｍ
Ψ

砂
鋳
囃
馴
齢
岐

・ 援
脚
ド
輪

備

・
就
業
環
境
と
育
児
施
設
の

充
実

・
企
業
と
の
連
携
な
ど
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

地
域
り
―
ダ
ー
養
成
と
自
主
的

事
業
展
開
で
、
育
児
を
地
域
で
。

ハ
Ｗ

行
融
祉
醐
い
融
『
詠
４
珊

と
を
第

一
の
目
的
と
し
て
い
る
。

企
業
と
の
連
携
も
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
子
学
習
事
業
を
展
開
し
て

い
る
が
、
地
域
の
活
性
化
は
必

要
で
あ
る
が
、
大
変
な
課
題
で

も
あ
る
。

ｍ
Ψ

動
麻

‐ノ‐ヽ
坤
畔
対
雌
ガ
効
レ

を
標
準
整
備
し
、
印
刷
物
の
力

ラ
ー
化
を
図
る
べ
き
だ
。

ハＷ
蒔峰議嘲』誂味わけ。、

瘍聯
九月議会は、決算議会とも言われますが、旧三町別の出身議員が、

それぞれ特別委員会を構成して、旧町の決算の認定審査を行いました。

旧
伊
豆
長
岡
田

決
算
特
別
委
員
会

九
月
定
例
議
会
は
、
通
常
前

年
度
、
つ
ま
り
平
成
十
六
年
度

の
決
算
を
認
定
す
る
わ
け
で
す

が
、
今
回
は
旧
三
町
は
既
に
あ

り
ま
せ
ん
。
協
議
の
結
果
旧
三

町
の
決
算
特
別
委
員
会
を
作
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、

こ
の
委
員
会
は
旧
伊
豆
長
岡
町

選
出
の
七
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
九
月
十
二
日
、
十
六
日
の

二
日
間
で

一
般
会
計
と
特
別
会

計
八
議
案
の
計
九
議
案
の
決
算

認
定
を
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
説
明
側
も
全
員
旧
伊
豆
長
岡

町
の
職
員
で
す
。
ま
ず
十
二
日

に
丸

一
日
か
け
て
、
最
も
重
要

な

一
般
会
計
の
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
総
額
六
十
二
億
五
千

万
円
の
大
型
決
算
と
成
り
ま
し

た
。

主
な
質
疑
は
、

間
一　
職
員
駐
車
場
料
金
に
つ
い

て
。

圏

片
菫

面

以
上
の
人
に
貸

し
、
料
金
は

一
ヶ
月
千
円
で
す
。

同
一　
消
防
費
地
元
寄
付
金
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

推定樹齢2500年の楠木
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四
一
ポ
ン
プ
車
等
の
更
新
計
画

は
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
全
体
で

優
先
順
位
を
つ
け
、
更
新
し
て

い
き
ま
す
。

固
一　
町
税
全
般
の
収
納
率
を
三

町
で
比
較
す
る
と
。

日
一　
三
町
の
中
で
は
大
仁
町
が

一
番
高
く
、
次
い
で
韮
山
町
で

す
。

固
一　
温
泉
事
業
協
同
組
合
補
助

金
に
つ
い
て

日
一　
温
泉
保
護
対
策
基
金
を
繰

り
入
れ
て
、
井
戸
、
ポ
ン
プ
等

の
更
新
を
し
て
い
く
為
の
も
の

で
す
。

こ
の
後
、
採
決
を
行
な
い
全

員
賛
成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
様
に
十
六
日
に
は
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
を
始
め
と
し

て
、
計
八
つ
の
特
別
会
計
の
審

査
を
行
な
い
、
す
べ
て
全
員
賛

成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
も

っ
て
、
旧
伊
豆
長

岡
町
の
予
算
、
決
算
の
す
べ
て

が
終
了
し
た
わ
け
で
、
委
員

一

同
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

旧
韮
山
田
決
算
特
別
委
員
会

七
十
二
億
四
千
四
百
万
円

旧
韮
山
町
決
算
特
別
委
員
会

は
、
九
月
十
二
日
と
十
六
日
開

催
。議

題
は
、
十
六
年
度
韮
山
町

一
般
会
計

。
国
民
健
康
保
険

・

老
人
保
健

。
介
護
保
険

・
下
水

道
事
業

。
上
水
道
事
業
及
び
土

地
取
得
の
七
会
計
の
決
算
審
査

で
、
結
論
は
、
予
算
が
議
決
し

た
趣
旨
と
目
的
ど
お
り
適
正
に

し
か
も
効
率
的
に
執
行
さ
れ
、

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認
め
、

原
案
通
り
認
定
と
決
定
し
た
。

実
質
黒
字

二
億

一
千
万
円

歳
入
総
額
七
十
二
億

一
千
四

百
六
十
五
万
円
、
歳
出
総
額
七

十
二
億
四
千
四
百
二
十
五
万
円

の
決
算
で
あ
る
が
、
こ
の
決
算

は
、
合
併
で
二
月
で
の
打
ち
切

り
決
算
の
た
め
、
未
収
金

・
未

払
金
の
多
い
決
算
と
な

っ
た
。

十
七
年
度
に
入
り
二
億
七
千
八

百
万
円
の
未
収
金
収
入
が
あ
り
、

実
質
の
歳
入
総
額
は
七
十
五
億

九
千
三
百
万
円
に

一
億
三
千
七

百
万
円
の
未
払
金
の
支
払
い
を

し
た
の
で
、
実
質
の
歳
出
総
額

´

は
七
十
二
億
八
千
百
万
円
に
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
二
千
九
百

六
十
万
円
の
赤
字
が
、
二
億

一

千
三
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

す
。

富
士
見
幼
稚
園
完
成

実
施
し
た
主
な
事
業

〇
富
士
見
幼
稚
園
／
四
億
三
千

万
円

○
守
山
西
公
園
／

一
億
五
千
万

円
○
合
併
事
業
／

一
億
七
千
万
円

○
旭
台
下
水
工
事
／
九
千
万
円

○
台
風
二
十
二
号
工
事
／
七
千

万
円

主
な
質
疑

固
一　
歳
入
よ
り
歳
出
が
多
い
マ

イ
ナ
ス
決
算
、
ど
う
し
て
か
。

圏
一
幼
稚
園
な
ど
の
補
助
金
が

四
月
以
降
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

固

通
常
で
の
決
算
額
は
。

目

一
薦

一
壬

百

十
四
万
一

千
七
百
八
十
九
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。

固

生
ご
み
堆
肥
化
の
状
況
は
。

日
一　
焼
却
で
な
く
堆
肥
化
を
進

め
る
。

団

体
育
館
耐
震
補
強
工
事
は
。

圏

工
事
は

一
八
年
度
で
考

え

て
い
る
。

旧
大
仁
田
決
算
特
別
委
員
会

主
な
質
疑

固

寄
付
金
の
内
容
に
つ
い
て
。

固

仰
ヽヽヨ
ク
の
地
塾
貝
献
寄

付
と
自
家
用
自
動
車
組
合
解
散

に
伴
う
精
算
金
寄
付
。

同
一　
星
和
区
公
民
館
建
設
補
助

金
に
つ
い
て
。

固

旧
大
仁
町
コ
ヽヽ
■

一
デ

ィ
ー

補
助
金
要
綱
に
よ
る
八
〇
〇
万

円
、
県
よ
り
四
〇
〇
万
円
、
町
長

が
特
に
認
め
た
も
の
と
し
て

一

〇
〇
万
円
。

周
一　
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
代
金

が
昨
年
の
も
の
よ
り
三
〇
〇
万

円
程
、値
段
が
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

圏
一　
法
律
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン

プ
車
の
排
ガ
ス
規
制
が
強
化
さ

れ
、
本
体
価
格
が
上
昇
し
た
為

で
あ
る
。

固
一　
水
道
事
業
の
財
政
状
況
は

良
好
だ
が
、
〈
口
併
後
の
水
道
料

金
の
見
通
し
は
。

日
一　
水
道
料
金
は
、
給
水
原
価

と
販
売
原
価
に
よ
り
決
ま
る
。

現
在
は
、
支
出
を
抑
え
て
い
る

の
で
利
益
が
出
て
い
る
。
今
後

の
料
金
は
、
旭
化
成
帥
の
動
向

に
左
右
さ
れ
る
。

（

固
一　
介
護
保
険
は
、
五
年
計
画

三
年
ご
と
の
見
直
し
と
な
っ
て

い
る
が
、今
年
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

固
　
計
画
内
容
が
右
肩
上
が
り

に
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
の
で
、

現
在
の
保
険
料
で
は
少
な
い
感

じ
が
す
る
。
平
成
十
六
年
度
は

計
画
通
り
で
あ

っ
た
。

固

　
国
民
健
康
保
険
は
、
基
金

繰
入
な
し
で
も
運
営
が
で
き
た

の
に
、
な
ぜ
保
健
料
の
引
き
下

げ
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

目

　
過
年
度
は
、
皇泉
気
回
復
傾

向
に
な
く
、
税
収
を
多
く
見
込

め
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。

固
一　
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
は
、

今
後
何
年
利
用
で
き
る
か
。

圏

あ
生

一平

年
の
予
定
で
す

が
、
旧
伊
豆
長
岡
町
分
も
入
る

の
で
十
五
年
程
度
か
と
思
う
。

間
一　
吉
田
幼
稚
園
の
跡
地
利
用

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

固

　

一
部
は
、
鍋
沢
ふ
れ
あ
い

公
園
に
、
駐
車
場
跡
地
は
、
ゴ
ミ

の
集
積
場
と
山
車
小
屋
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。

固
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
が
増

加
、
特
に
、
通
院
件
数
が
増
え
て

い
る
が
。

目

色
々
な
要
素
が
あ
る
の
で
、

今
、
分
析
中
で
あ
る
。
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鐵

平成17年度補正予算は、議案第90号伊豆の国市一般会計補正予算(第3昌)を除き全て、

各委員会に付託され詳細に審議がされました。審議内容の結果は、各委員会報告のとおりです。

平
成
十
七
年
度

一
般
会
計
補
正

予
算

（第

二
号
）
に

つ
い
て

市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
平
成

十
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
二
号
）
は
、
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
三
千
百
五

十
六
万
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
八

十

一
億
五
千
三
百
五
十
六
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
普
通
交

付
税
交
付
金
、
公
共
土
木
災
害

復
旧
費
負
担
金
、
災
害
復
旧
事

業
債
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
と
台
風
十

一
号
の
災

害
復
旧
に
関
す
る
も
の
で
す
。

韮
山
南
小
、
長
岡
幼
稚
園
、
田

京
幼
稚
園
、
中
央
図
書
館
の
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
改
修
工
事
と
分

析
調
査
業
務
委
託
科
。
台
風
十

一
号
被
害
に
よ
る
林
道
災
害
復

旧
事
業
、
土
木
災
害
復
旧
事
業

公
園
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
す
。

審
議
審
査
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
地
方
特
例
交
付

金
が
千
九
百
五
万
四
千
円
、
普

通
交
付
税
が
六
千
三
百
三
十
九

万
三
千
円
の
増
額
で
、
こ
れ
は

交
付
額
の
確
定
に
よ
る
も
の
で

す
。
財
産
収
入
の
土
地
貸
付
料

が
旧
韮
山
町
外
二
ヶ
町
組
合
の

土
地
貸
付
料
等
で
七
千
百
九
十

五
万
八
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
旧
三
町
の
歳
計
剰

余
金
の
精
算
と
し
て
合
計
五
千

五
十
六
万
四
千
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
公
有
財
産
維
持

管
理
事
業
の
統

一
財
産
配
分
交

付
金
が
六
千
四
十
二
万
三
千
円

の
増
額
、
北
江
間
財
産
区
管
理

事
業
の
北
江
間
各
区
補
助
金

（北

江
間
財
産
区
か
ら
繰
入
し
各
区

に
支
出
）
が
百
八
十
五
万
円
の

増
額
、
伊
豆
長
岡
庁
舎
改
修
事

業
の
庁
舎
増
築
及
び
耐
震
補
強

設
計
委
託
料
で
二
千
八
百
五
十

万
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
情

報
シ
ス
テ
ム
費
の
電
算
セ
ン
タ
ー

負
担
金
が
七
千
五
百
万
円
の
減

額
で
、
こ
れ
は
合
併
時
の
シ
ス

テ
ム
統
合
に
係
る
経
費
の
負
担

金
の
精
算
に
よ
る
も
の
で
す
。

一文
書
等
収
受
発
送
事
業
の
郵
便

料
が
千
八
百
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
市
役
所

全
体
の
郵
便
料
を

一
括
計
上
し

て
あ
る
た
め
、
各
事
業
の
通
知

等
の
増
加
に
対
応
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
・

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
で

は
、
旧
各
町
で
計
上
し
た
未
収

金

・
未
払
金

（十
六
年
度
分
の

収
入

。
支
出
の
う
ち
、
打
切
り

決
算
で
あ

っ
た
た
め
、
十
七
年

度
予
算
に
計
上
し
た
も
の
）
の

金
額
の
確
定
に
よ
る
精
算
が
各

項
目
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

（第

一
号
）
で
は
、
三

千
九
百
四
十

一
万
三
千
円
の
減

額
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

五
十
二
億
三
千
百
五
十
八
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算

（第

一
号
）
で
は
、
五
千
三

百
七
十
三
万
三
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
四
十
三

億
二
千
九
百
七
十
三
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
、
合
併
前
に
編

成
し
た
予
算
を
、
よ
り
実
際
の

執
行
状
況
に
即
し
た
も
の
と
す

る
た
め
の
補
正
予
算
の
計
上
と

な
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
健
康
福
祉
部
所
管

の
歳
入
で
は
国
か
ら
の
補
助
金

が
新
設
さ
れ
た
歯
周
病
予
防
事

業
、成
人
健
康
相
談
事
業
を
初
め
、

平
成

一
六
年
度
事
業
の
確
定
に

伴
う
補
助
金
の
清
算
に
よ
り
、

増
額
補
正
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
高
齢
者
福
祉
費

の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
事
業
費
は

交
付
要
綱
に
従
い
、　
一
般
会
計

予
算
か
ら
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実

行
委
員
会
交
付
金
に
組
み
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
福
祉
総

務
費
で
は
未
就
学
児
の
乳
幼
児

医
療
費
の
個
人
負
担
完
全
無
料

化
を
十
月

一
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
そ
れ
に
伴
う
医
療

費
助
成
金
千
五
百
万
円
の
増
額

補
正
で
す
。

保
健
衛
生
費
の
健
康
づ
く
り

課
職
員
人
件
費
に
つ
い
て
は
異

動
に
よ
り
、
職
員

一
名
が
減
と

な

っ
た
た
め
、
給
与
等
の
減
額

を
行
い
、
ま
た
、
時
間
外
手
当

の
増
額
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
百

二
十

一
万
八
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。
予
防
費
で
は
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
を
取
り
止
め
た

こ
と
に
よ
り
、　
一
千
万
円
の
減

額
と
し
て
い
ま
す
。
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次
ぎ
に
、
市
民
環
境
部
所
管

の
歳
入
で
は
使
用
料
及
び
手
数

料
と
諸
収
入
の
補
正
で
、
い
づ

れ
も
旧
町
の
未
収
金
で
金
額
の

確
定
に
よ
る
減
額
補
正
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
環
境
保
全
費
の

不
法
投
棄
対
策
事
業
費
の
増
額

や
環
境
政
策
課
職
員
人
件
費
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

ま
た
山
木
グ
リ
ー
ン
公
園
維

持
管
理
費
の
計
上
を
行
い
、
未

払
金
の
精
算
と
合
わ
せ
ま
す
と

二
百
四
十
二
万
七
千
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
清
掃
費
で
は
、

ク
リ
ー
ン
課
職
員
人
件
費
で
時

間
外
勤
務
手
当
六
百
十
二
万
の

追
加
、
ま
た
廃
棄
物
処
理
費
で

は
、
長
岡
不
燃
物
処
理
事
業
に

千
七
百
六
十
万

一
千
円
の
追
加

を
行
い
、
大
仁
最
終
処
分
場
維

持
管
理
事
業
に
七
百
三
万
五
千

円
の
追
加
が
主
な
補
正
内
容
で

あ
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

（第

一
号
）
で
は
千
三
百
七

十
三
万
七
千
円
の
減
額
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
二
十
五
億

六
千
四
百
二
十
六
万
三
千
円
と

な

っ
て
い
ま
す
。
審
議
の
結
果

は
介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成

多
数
、
他
は
全
員
賛
成
で
し
た
。

観
光
建
設
委
員
会
で
は
、
平

成
十
七
年
度
の

一
般
会
計
と
三

特
別
会
計
に
つ
い
て
補
正
予
算

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
で
は
、
農
林
業
薫

商
工
費
、
土
木
費
が
観
光
建
設

委
員
会
の
所
管
と
な
り
ま
す
。

補
正
に
つ
い
て
は
細
か
な
内
容

も
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
補
正

額
の
大
き
な
も
の
は
、
土
木
費

の
道
路
施
設
維
持
補
修
事
業
と

河
川
維
持
管
理
事
業
で
、
合
わ

せ
て
三
千
六
百
万
円
と
な
り
、

当
初
予
算
八
千
百
万
円
に
追
加

と
な
り
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、

地
区
の
要
望
で
各
区
よ
り
要
望

の
出
さ
れ
た
道
路
の
補
修
や
河

川
の
整
備
に
対
応
す
る
事
業
費

が
不
足
し
た
為
で
す
。
こ
の
追

加
予
算
で
も
地
区
の
要
望
全
体

の
四
割
程
度
の
事
業
し
か
出
来

ま
せ
ん
が
、
市
長
の
方
針
で
出

来
る
だ
け
多
く
の
要
望
に
答
え

て
い
き
た
い
と
の
説
明
で
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業
で
は
、
県

の
下
水
道
事
業
と
の
絡
み
で
中

止
し
た

一
千
万
円
を
、
天
野
公

園
付
近
の
歩
道
工
事
に
充
て
実

（

施
す
る
予
定
で
す
。

農
林
業
費
で
は
、
風
倒
木
処

理
に
三
百
万
円
が
補
正
さ
れ
、

荒
れ
た
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い

る
山
か
ら
、
河
川
や
施
設
の
二

次
災
害
を
防
ぐ
為
に
処
理
を
す

る
予
算
で
す
。
ま
た
、
県
が
実

施
す
る
高
原
浮
橋
農
業
集
落
道

整
備
事
業
に
道
幅
を
四
ｍ
か
ら

六
ｍ
に
広
げ
て
整
備
す
る
為
の
、

市
で
負
担
す
る
測
量
設
計
委
託

料
三
百
五
十
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
も
含
め

審
議
を
し
た
結
果
、
緊
急
性
の

あ
る
事
業
や
地
区
要
望

へ
の
対

応
事
業
な
ど
、
補
正
予
算
に
よ

る
事
業
の
実
施
は
妥
当
で
あ
る

と
認
め
、
観
光
建
設
委
員
会
で

は
全
員
賛
成
と
の
結
論
を
出
し

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、　
一
般
会
計
の

他
、
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会

計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

楠
木
及
び
天
野
揚
水
場
管
理
特

別
会
計
の
補
正
予
算
の
審
議
も

行
い
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

で
内
容
説
明
を
掲
載
出
来
な
い

事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
の
調
整
結
果
に
よ
る

計
上
漏
れ
、
緊
急
に
整
備
を
必

要
と
す
る
工
事
、
又
、
個
人
情

報
保
護
管
理
等
、
時
代
の
要
請

に
応
え
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

歳
入
で
は
、

一
、
教
育
総
務
費
、
八
百
四
十

五
万
円
の
増
額
。

二
、
小
学
校
費

　
一
千
三
百
三

十
七
万
三
千
円
の
増
額
。

三
、
中
学
校
費
　
一
一百
九
十
万

一
千
円
の
増
額
。

四
、
幼
稚
園
費
　
一二
千
四
十
七

万
九
千
円
の
減
額
。

五
、
学
校
給
食
費
　
五
十
万
三

千
円
の
減
額
。

六
、
社
会
教
育
費
　
エハ
百
四
十

八
万
七
千
円
の
増
額
。

七
、
保
健
体
育
費
　
エハ
十
三
万

四
千
円
の
増
額
。

八
、
文
化
財
保
護
費
　
一二
億
六

千
三
百
二
万
六
千
円
の
増

額
。

九
、
図
書
館
費
　
百
七
十
三
万

九
千
円
の
増
額
。
合
計
、

二
億
五
千
七
百
八
十
二
万

六
千
円
の
増
額
計
上
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
財
源
は
、
教
育
費
補
助

（

金
と
し
て
、
三
億
五
千
七
百
八

十
二
万
六
千
円
は
、
先
行
取
得

に
よ
る
、
国
庫
補
助
金
や
、
市

債
で
賄
わ
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
、
主
に
、
史
跡
伝

堀
越
御
所
跡
用
地
購
入
費
と
し

て
、
三
億
六
千
三
百
二
十
五
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

購
入
面
積
は
、
七
千
三
百
八

十
四
、
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。

電
源
開
発
健
康
保
険
組
合
所

有
地
で
、
守
山
周
辺
に
所
存
す

る
史
跡
、
北
条
氏
邸
跡
等
の
三

国
指
定
史
跡
で
、
保
護
、
保
存
、

整
備
し
、
史
跡
公
園
整
備
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

旧
韮
山
町
で
は
、
平
成
十
四

年
か
ら
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

庭
園
遺
構
も
確
保
さ
れ
、
今
後

の
伊
豆
の
国
市
の
史
跡
と
し
て
、

観
光
面
で
の
、
大
き
な
財
産
と

な
る
様
期
待
を
さ
れ
、
取
得
す

る
も
の
で
す
。
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議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

平成17年度伊豆の国市一般会計補正予算
(第 1号 )の 専決処分について

市道路線の廃止について     |

道路の路線の認定について

平成17年度天野公園整備工事請負契約の

締結について

伊豆の国市税条例の一部を改正する条例

の制定について

伊豆の国市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例の制定について

伊豆の国市介護保険条例の一部を改正す

る条例の制定について

伊豆の国市下水道条例の一部を改正する

条例の制定について

伊豆の国市公の施設に係る指定管理者の

指定手続等に関する条例の制定について

伊豆の国市行財政改革推進委員会条例の

制定について

伊豆の国市総合計画審議会条例の制定に

ついて

伊豆の国市表彰条例の制定について

伊豆の国市名誉市民条例の制定について

政治倫理確立のための伊豆の国市長の資

産等の公開に関する条例の制定について

平成17年度伊豆の国市一般会計補正予算
(第2号 )

平成17年度伊豆の国市国民健康保険特別

会計補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市老人保健特別会計

補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市介護保険特別会計

補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市簡易水道等事業

特別会計補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市下水道事業特別

会計補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市楠木及び天野揚水

場管理特別会計補正予算 (第1号 )

平成17年度伊豆の国市土地管理特別会計

補正予算 (第1号 )

平成16年度伊豆長岡町一般会計歳入歳出

決算の認定について

平成16年度伊豆長岡町特別会計歳入 ・歳

出決算の認定について (国民健康保険 。

老人保健 ・介護保険 ・下水道事業 ・土地

取得 。楠木及び天野揚水場管理)

平成16年度伊豆長岡町上水道事業会計決

算の認定について

平成16年度韮山町一般会計歳入歳出決算

の認定について

平成16年度韮山町特別会計歳入 。歳出決

算の認定について (国民健康保険 ・老人

保健 ・介護保険 ・下水道事業 ・土地取得)

平成16年度韮山町上水道事業会計決算の

認定について

平成16年度大仁町一般会計歳入 。歳出決

算の認定について

平成16年度大仁町特別会計歳入 ・歳出決

算の認定について (国民健康保険 ・老人

保健 ・介護保険 。簡易水道事業 ・下水道

事業)

平成16年度大仁町水道事業会計決算の認

定について

平成16年度伊豆長岡斎場施設組合会計歳

入 ・歳出決算の認定について

平成16年度伊豆長岡町 ・韮山町 。大仁町

合併協議会会計歳入 。歳出決算の認定に

ついて

平成16年度韮山町外 2ヶ 町組合歳入歳出

決算の認定について

平成17年度伊豆の国市一般会計補正予算
(第3号 )

伊豆の国市助役の選任について

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

2

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

2

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第31号

2

議案第35号

議案第86号

議案第87号

議案第38号

議案第89号

議案第90号

議案第91号
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～
後
　
列
～

萩
原
　
』県
琴

後
藤
　
』県
一

荻
野
　
兼
夫

鈴
木
平

一
郎

飯
田
　
史
朗

伊
藤
　
泰
伊

水
口
　
成
男

古
屋
　
鋭
治

列
～

正
男

陽
子

俊
彦

哲
雄清

紀
夫

秀
光

秀
次

列
～

孝
志

一
良

善
洋

博
美
（副
議
長
）

正
義

（議
　
長
）

松
彦

源
由

紀
男

●委 員 長/土 屋

●副委員長/伊 藤

水口 哲雄 ・秋田

荻野 兼夫 ・古屋

議会‐運営1委員会
委 員 長/山 下 孝志

・副委員長/鈴 木平一郎

鳥居 松彦 ・土屋 紀男

土屋 源由 ・松下 善洋

古屋 鋭治 ・田中 正男

輻委 員 長/鳥 居 松彦

躙副委員長/大 沢 秀光

岩崎 正義 ・矢田 博美

板垣 紀夫 ・田中 正男

福祉環境委員会
委 員 長/松 下 善洋

副委員長/柳 沢 秀次

飯田 史朗 ・山下 孝志

三好 陽子 ・水口 成男

紀男

泰伊

,青

鋭治

〃 〃 ″ 〃
伊
豆
の
国
市
議
会
は
全
議

員
の
総
意
と
し
て
議
会
だ
よ

り
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
こ
の
た
び
創
刊
号
発
行

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に

「日
本

一
安

全
で
安
心
し
て
住
め
る
街
づ

く
り
」
を
し
て
い
く
た
め
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
の
機
能
が

果
た
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
ｔ

議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

・

ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
読
み

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
作
り
に
注
力
を
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

古
屋
　
鋭
治

菊
池
　
俊
彦

伊
藤
　
泰
伊

大
沢
　
秀
光

後
藤
　
』県
一

田
中
　
正
男

三
好
　
陽
子

柳
沢
　
秀
次

Ａ　
編
集
後
記
椰

《各委員会委員紹介》


